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１.慶良間の自然環境
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○アンカーの投げ込み

○経験の浅いダイバー
によるサンゴの損傷

○海底の砂を巻き上げる

【座間味ダイビング事業者による自主ルールの設定】

海洋保護区の設定

２.座間味村のダイビング産業の展開

ダイビングポイント
過剰利用

人気の
ポイントでは

１００名/１日

サンゴ礁生態系
への被害

サンゴへのストレス

（ＭＰＡ：Marin Protect Area)
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海洋保護区のポイント

２.座間味村のダイビング産業の展開

地図貼り付け

（ＭＰＡ：Marin Protect Area)

①ニシバマ
②安慶名敷
③安室東

座間味村
①ニシバマ
③安室東
④嘉比島南

渡嘉敷村
⑤アリガ
⑥ヒジュン

海洋保護区の設定

生態系へ影響を与えているポイント
平成１０年７月より３年間
入域及び漁業操業制限
回復状況を観察

平成１０年度
座間味村漁業協同組合

総会で議決

ニシバマ・安慶名敷・安室東

ダイビング業者へ
自主規制呼びかけ
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３.ダイビング協会の発足

２００１年 阿嘉・慶留間ダイビング協会設立

２００２年 座間味ダイビング協会設設立
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４.慶良間自然環境保全会議
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４.慶良間自然環境保全会議

２００６年 慶良間海域保全会議発足
（現在：慶良間自然環境保全会議へ名称変更）
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５.慶良間自然環境保全会議の活動

エコツーリズムの基本的な考え方と各構成員の役割

慶良間地域におけるエコツーリズムと、その対象と
なる自然観光資源の保全活動について今後目指す
べき方向性となる考え方

目的

慶良間地域では、このような自然や文化の環境

を次代に残し、持続可能な地域づくりを図る。

○豊かな自然環境の恩恵を受けながら適切な量

の観光客の受入。

理念

○得られる利益から自然環境の保全や再生に向

けて取組む。

○地域の生活や経済を維持し発展させる。
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５.慶良間自然環境保全会議の活動

エコツーリズムの基本方針

①自然環境の節度ある利用

・ルールに基づく責任ある行動

・利用者数のコントロール

・観光客に対する周知徹底

基本方針

②科学的アプローチに基づく保全・再生

・研究機関との連携

・モニタリングの実施と順応的管理

・自然の再生力を尊重

③地域振興・地域づくりへの寄与

・多様な主体の連携による地域活性化

・地域の歴史や文化を積極的に発信していく

・質の高いエコツーリズムを発信することによる地域ブランドの向上 9
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５.慶良間自然環境保全会議の活動

エコツーリズムの基本方針

基本方針

④慶良間の島や海を体験し学習する機会の提供

・慶良間の魅力を伝える質の高いガイダンス

・環境教育の場として活用

・プログラム開発、人材育成

⑤資源を守る者が優先的に資源を利用できる仕組みづくり

・慶良間地域を利用する事業者全員に保全活動への参加を義務づける

・地域全体で自然環境を保全する

・訪れる観光客に対しても保全のための負担を求める

10


